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■営業地域 ：静岡県西部および愛知県東部

■設立 ：1950年（創立75周年）

■預金残高 ：2兆8,734億円

■貸金残高 ：１兆4,221億円

■店舗数 ：87店舗

■役職員数 ：1,688名

■自己資本比率：13.36％

・主要産業は、輸送用機器製造（スズキ、ヤマハ
発動機、ホンダの創業地）や楽器製造（ヤマハ、
河合楽器、ローランド）であり、もの作りが旺盛
・東名高速道路、東海道新幹線が通り、交通の
便が良く、また海と山と自然にも恵まれた地域
・人口は、浜松市77.8万人、磐田市16.6万人
営業エリア内185万人

金庫の概要（2025.9）

貸出金の状況（2025.3）

営業エリアの特徴
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• 2019年1月、ユニバーサルバリュー宣言（SDGs行動宣言を制定）

• 2022年9月、TCFD提言への賛同を表明し、気候変動への取組みを推進

CO₂排出量の削減
・電気使用量の削減
・ガソリン使用量の削減
・再エネ電気の調達
・建築物省エネ化 等

金融サービス、非金融サー
ビスを通じた取組み
・コンサルティング
・ファイナンス
・マッチング 等

ガバナンス
・トップメッセージの発信
・経営陣による監督

金庫の事業活動における
環境への配慮

お客さま、地域の皆さまと共
に環境負荷低減に努める

気候変動における金庫経営上
の機会とリスクの認識

ガバナンスと情報発信・開示に
よる実効性確保

経営理念
SDGs行動宣言 環境経営方針 融資基本方針

P
DC

A

報告

指示

情報発信・開示

取組方針および推進体制

PDCAサイクルの実現

3

TCFD提言へ賛同



• 「コンサルティング」、「ファイナンス」、「マッチング」によるソリューション提供により、
地域経済・社会の気候変動対応、脱炭素化の経営行動を促す

気候変動・脱炭素化支援の取組みへの考え方

寄贈・寄付による支援
・静岡県地球温暖化防止活動推進センターへの寄付

環境保全活動
・地域環境の価値を高める「花のリレープロジェクト」
・環境教育への参画「アース・キッズチャレンジ」

ファイナンス
積極的な資金供給
を展開し、お客さまの
ニーズにお応えする

コンサルティング
お客さまの取組みの
加速化を支援する

普及啓発活動・情報提供
・お客さまへの情報発信
・セミナー等の開催（累計500回）

環境経営支援
・エコアクション21の取得支援セミナー

マッチング
脱炭素化に向け、
提携サービスをお客
さまへご紹介する

サステナブルファイナンス
・PIF、SLL等の提案
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• SDGsに関する取組みを通じて、取引先企業との協業の度合いに応じて
５つの指標で「見える化」を行い、ベンチマークとして活用

SDGsの取組み①

SDGsパートナーシップ５つの指標

１ SDGs講演
職員が講師を務め
SDGsの基本を説明

２ SDGs登録制度
加入企業のSDGs対応
を支援

３
花のリレー・
アダプト参加

植栽活動を通じた地域
振興事業

４ SDGs私募債
SDGsに関する私募債
を引受け

５ PIF・SLL
企業の脱炭素などを金
融面から後押し

SDGsパートナーシップ指標（5項目）を
達成した事業者の表彰式 （2024年9月）
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• SDGs講演は、2019年から開始し、350を超える企業・団体に実施

• 事業性評価を活用して展開し、PIF実行先には評価書との関連を説明

SDGsの取組み②
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建設会社が浜名湖畔で
国産有機バナナの生産
による地域活性化

Environment(環境)
・バイオマス（化石燃料のない熱源）
・無農薬バナナ ・畜産業支援

Social（社会）
・耕作放棄地の活用 ・雇用促進
・地域産業への波及

Governance（ガバナンス）
・社会貢献性の高さから建設業のステイタス向上
・就労促進 ・地域との連携強化

ESG地域金融促進事業

• 2024年度のESG地域金融促進事業に採択

• 地域活性化に資するESG要素の展開と産学官連携による支援体制構築



８（出所）環境省「ESG地域金融実践ガイド」
別添資料：事例集【令和6年度】（2025年3月）



９
（出所）環境省「ESG地域金融実践ガイド」

別添資料：事例集【令和6年度】（2025年3月）



☆ESG地域金融促進事業からの気づきと波及効果
・信用金庫のSDGsは地域をつなぐこと、地域の仲介機能を発揮するパートナーシップが重要

・E（環境）に着目することにより多くの気づき、広がりへと伸長して地域活性化に寄与する。

ESG地域金融促進事業：気づきと伸長

◆構築できた地域での仲介事例（環境から派生したマッチングなど）
●国産バナナの栽培と他業種連携
⇒バナナをすべて活用したい。バナナの葉を地域畜産業へ提供（和牛の餌）、畜産業支援
（ブランディング）とスタートアップ（家畜の臭いを除去）のつながりを仲介。
●バイオマス熱源（型枠廃材の活用）として同業への参画依頼
⇒今回の事業を紹介しながら型枠廃材の提供や活用を促す。業界に取り組みを周知すること
によって建設業界全体への普及を伸長させたい。

●地域資源の見直しと産学連携（バナナ以外の地域資源を見直す）
⇒地域資源（みかん）を栽培する高校と起業家の連携。農業科を備える高校は摘果みかんの
廃棄が課題であった。廃棄みかんからアロマを抽出する起業家を紹介。原材料に寄与。

●高校で授業化している「地域資源活用」の伴走支援
⇒地域農業高校が地域資源に活用した学習を実践。高校生が生産者（農業事業者）と消費者
をつなぐ実践的な取り組み。資金支援に加えて連携企業を仲介。

☆その他、多岐の相談依頼が発出されており環境の伴走から本業支援に伸長している。
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事業性評価を外へ

• 地域金融機関として信用金庫らしい支援

• 事業性評価をリレバン・審査・広報へ活用することで、企業価値の向上へ

事

業

性

評

価

SDGs推進
・ESGストーリーの作成、発信
・営業支援 ・リレバン 企

業

価

値

向

上
取引先企業

（ESG要素あり）

ファイナンス支援
・融資審査など金庫内での活用
・ESG評価

プロモーション企画
・広報支援
・メディアの活用



ご清聴ありがとうございました
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